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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）@　　　　 　　　　 　　　　 　 　　 　 　　によれば，これは「自分のある。アッサン・シラのrウォロフ社会の道徳哲学』
伝統や家族を捨てた者は，永遠にさまよわねばならない」ということを意味している。
ここでは，フランス社会を捨てて異国で新しい「塚」を築こうとしたミレイユが，狂
気にいたるまで追いつめられ自己崩壊してしまったことを指している。
姑ハディは，ダカールに到着したミレイユに対してひそかにこの「自分の塚を捨て
た者」の放逐を誓う。
Cette　Blanche　qui＜descendait　de　son　tertre》pour　s’㎞troduire　chez
1ez　Noirs，　verrait．．．（33）
これが悲劇的な結末で成就するのである。
従って「見捨てられた塚」という題名には，「白人の家族や伝統を捨てた女は，永
遠にさまよわねばならない」という一種の警告の意がこめられていると考えられ，こ
れが作品の一つのテーマであったとみなされるのである。
ウスマンが妻とのフランス的近代生活に倦み，美しく蘇がえる伝統的生活習慣の魅
力に酔いしれ，ミレイユが伝統的黒人女の力の前に屈服することの中に，私たちは「セ
ネガルの伝統や習慣の中では，フランス人が築きあげようとした近代的生活は根付か
ず，そのく塚〉は崩壊せざるをえない」という排外主義的伝統主義者の主張をみるべ
きであろうか。
あるいは，ウスマンのネグリチュードを破産させ，ミレイユの凄惨な敗北を容赦な
〈描いたことの中に，　「所詮，白人と黒人のく文化的混血〉は不可能である」とする
反ネグリチュードの声をきくべきであろうか。そして，「白人は，すべからく自分の
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〈塚〉にとどまるべきである」というひそかな人種差別主義を読みとるべきであろうか。
しかしながら，マリアマ・バーは排外主義的伝統主義者ではない。それどころか，
ルフィスク女子師範学校で学んだ西洋近代思想や知識を，伝統の因習やタブーから自
らを解放する武器としてうけとめた筋金入りの近代主義者なのである。『かくも長き
手紙』においてはフランスによってもたらされた近代化を肯定する立場から，その
妨げとなる伝統の悪しき側面が批判されている。そして，西洋の「文明の利器」は，
女にとっては家事労働を軽減するという福音をもたらすものとして歓迎されるのであ
る。マリアマ・バーの描いた黒人女性たちはすべて，電1ヒ製品に囲まれた白人女性の
快適で優雅な暮しにあこがれ，またこれを享受する人物である。マリアマにとってセ
ネガルの伝統的生活と西洋的近代生活は相反することなく総合されうるものであると
とらえられているのである。
また，マリアマ・バーは反ネグリチュード論者でもなく人種差別主義者でもない。
師範学校の校長であったフランス人女性ジュルメーヌ・ルゴフとの終生かわらぬ友情
が示すように，マリアマ・バーにおいては白人との共存は可能だったのである。『深
紅の歌』においても，ミレイユとウスマンの姉スケイヤとの友情が描かれている。
そして，アフリカンナショナリズムの高揚期のなかでアフリカ人としての意識にめ
ざめたマリアマ・バーにとって，サンゴールやビラゴ・ディオプといった「アフリカ
を感動をこめて蘇えらせる」ネグリチュード作家は，常に賞讃の対象であった。また，
先のルゴフ夫人が反同化自治連合論にもとついたリベラルな教育方針をしき，「西洋
の知識を身につけた立派なアフリカ人女性」の養成をめざしたことをマリアマ・バー
は高く評価し，　「同化対策の時代にすでに夫人はr文化的混血』の実践者であった」
と讃えている。白人と黒人が協力しあい新たな文明の創造に至ることを謳う，という
意味でのネグリチュードに対して，マリァマは支持を表明しているのである。
従って，r深紅の歌』において問題とされているのは，西洋近代とアフリカ的伝統
の総合，あるいは白人と黒人の共存といった本来のぞましいことがらが，こと国際結
婚に関しては極めて困難だということなのである。ネグリチュード・イデオロギーに
おいて，それ自体異論の余地のない「文化的混血」が，　「生物学的混血」に横すべり
しているということが問題なのである。
従って「見棄てられた塚」という題名は，結婚するために自らの社会をすてた白人
女性にのみその崩壊を警告したものと解されねばならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，1ｬ血児の未来
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それでは，マリアマ・バーは国際結婚の現状の描きながら，その未来をどのように
展望しているのだろうか。現状認識の厳しさは，マリァマ・バーに限らず他の作家に
も共通するものである。しかしだからといって，これらの作家たちが国際結婚の意義
そのものを否定しているわけではない。それどころか，多くの場合国際結婚の果実で
ある混血児が，人種の違いをこえた愛の証しとして肯定的に描かれており，現実をハ
ッピーエンドに描きえない作家が，子供の未来に希望を託していることがうかがえる。
1950年代のセネガル農民の，植民地支配に対する闘いを描いたサンベーヌ・ウス
　　　　　　　　　　　（34）マンの『セネガルの息子』　　　　　　　　　　　　　では，青年主人公の死を契機に，その白人の妻と黒人
の老母が和解し，妻はセネガルにとどまって一人息子を育てていく決心をする。
また，セネガルのポリガミー社会におけるアンチーユ女性の孤独と狂気を描いたミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（35）リアム・ヴィエィラの『ジュールタン』　　　　　　　　　　　　　　　　　　では，事故で主人公が「石女」となった
ために夫や社会から疎外される過程が描かれ，逆に，子供さえあればセネガル社会に
受け入れられたはずだというモチーフがある。
また，先に述べたワセィナンのr行ったり来たり』では，主人公の両親は白人の
嫁を拒否するが，三人の孫たちには強い情愛を示し，息子夫婦の離婚に際しても孫だ
けは自分たちの手元にひきとろうとする。そして作品は，白人の妻と子供たちを乗せた
フランス行の飛行機を荘然と見送る主人公に向かって，その老父が次のようになぐさめ
る場面で終わっている。国際結婚の未来に対する作者の希望が表明されているといえよう。
＜Ne　pleure　pas，　mon　fils．【．．．】Tu　as　tent6　de　porter　un　coup　a　la
citadelle　du　racisme　et　des　pr¢jug6s．　Plusieurs　ont　d6ja　pris　le　meme
risque，　et　beaucoup　ont　r6ussi．　【．．．1Un　jour　viendra［．．．］o心1es
barri6res　raciales　et　les　incompr6hensions　disparaitront　pour　faire　place
al・6P、n。uissem，nt　d。，entim，nt、　d，　f，at，，nit6　un亜ersel1，》（％）
これらの作品ではいずれも「子はかすがい」として描かれ，子供たちが両親の相対
立する二つの世界を融合しうる希望的存在として肯定的に表現されている。
これに対してr深紅の歌』では逆に，混血児はきわめて悲観的かつ否定的存在とし
て描かれる。
ミレイユにとって妊娠は，夫との和解をはかる最後の希望としてあらわれる。
ところが，ネグリチュード論者として混血児の誕生を最も喜ぶべきウスマンは，我が
子をどうしても愛することができない。姑もまた孫が息子に似ていることを苦痛と感
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じるのである。
ウスマンは，いつの日かこの混血児が黒と白の相容れぬ世界のはざまに生まれた我
が身を呪い，父親である自分を恨むだろうと思う。
Demain　son　fils　ne　lui　en　voudrait－il　point　de　ravoir　plac6　a　la　lisiさre　de
deux　mondes　appl6s　a　ne　jamais　se　confondre？（37）
混血児が長じて白人少数社会への帰属をのぞんでも，黒入の血が一滴でも流れてい
るかぎり，白人社会からは完全に受け入れられない。それゆえに，白人より白人らし
く黒人を憎悪する人種差別者になるであろう。
また逆に，この子が白人意識を捨て，黒人社会の中で「黒人の条件」＜sa　condition
de　Nさgre》（38）を生きることを引き受けたとしても，白い血がまじった「カフェ
　　　　　　　　　　　（39）@　　　　　　　　　　　　として嘲笑されるという苦痛に耐えねばならない。オーレ」＜caf6　au　lait＞
このように混血児はセネガル社会のどこにも居場所がない。のみならず，彼はフラ
ンス社会からも排除される存在である。
ミレイユは，夫の裏切りを知ってフランスへの帰国を考えるが，混血児の存在ゆえ
にもはや帰るべき場所を失ってしまったことを知る。
AMire皿le，　sans　r　enfant，　on　aurait　pu　rouv血les　bτas．　Mais　r　ellfant　noir
　　　　　　　　　　　（40）eXiStait，　t6mOin　genant．
混血児は，白人社会を裏切ったあげく，黒人にも捨てられたフランス女の敗北の証
である。それは白人社会にとっての汚点なのである。
こうして，　「黒でもなく白でもない」＜le　Gnouloule　Khessoule＞混血児は，世
界のどこにも安住の地をもたず，永遠に特異で目ざわりな絶望的存在である。そ
れゆえに，母親の手によって抹殺されてしまうのである。
Une　violente　vague　de　rancoeur　la　submergea　et　elle　d6cr6ta：
一Le＜Gnouloule　Khessoule！＞n’a　pas　de　place　dans　ce　monde．
一Monde　de　salauds！　Monde　de　menteurs！　Toi，　mon　petit，　tu　vas　le
q・itt・・！Gn・ul・u1・Khess・ul・！（41）　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曳
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r深紅の歌』において精密に展開された混血児の現状分析は，たしかに混血児に対
する差別の現実をふまえたものではあろう。しかし一方で，セルネガ社会は，女の
産む性をきわめて重視し，子供，とりわけ男児の誕生を尊重する社会であって，r深
紅の歌』の場合のように，混血児がその父からも祖母からも拒否されるという事態は，
必ずしも一般的事象であるとはいいがたい。
ところで，『深紅の歌』にはもともと，ミレイユがウスマンを殺害するという結末
が考えられていた。マリアマは，1980年10月以来闘病生活にあったがその病床の中
で結末部分が変更され，「これでは死人が多すぎる」としてウスマンは一命をとりと
めることとなった。しかし，混血児の行方にっいては，「この子にはどこにも居場所
がないのだから」として頑としてその運命の変更を認めなかったという。
このエピソードは，混血児を絶望的存在として描こうとする作者の意志がいかに強
固なものであったかを示している。そして，これは，作者の混血児についての現状認識
のあらわれというよりも，混血児の存在自体を望まない作者の主観の表明と考えられ
るのである。
反国際結婚観
こうして，私たちはr深紅の歌』が，いかにして国際結婚は可能かではなく，実は
いかにして不可能であるかを示すためのものであることを知るのである。
すなわち，国際結婚の現状が，配偶者の一方によるアイデンティティーの全面放棄
という，いわば精神の死を代償としなければ成立しえないものとされ，さらに，この
現状を越えて理想的な国際結婚を意図する白人女性を，完壁なヒロインとして設定す
ることによって，この女性の敗北が個人の欠陥によるものでなく，黒人エリートの根
おろしへの欲求と，彼をめぐる白人女性と黒人女性の利害の非和解的対立とによって，
必然的に結果されたものであることを示し，さらに，最終的希望として残された混血
児の未来をも入念に斥けることによって，国際結婚の現在から未来にわたる可能性の
すべてを否定しようとするのである。
従って，ここには国際結婚の未来は存在しない。逆に，それは作者によって望まれ
なかったがゆえに書かれたといえるのである。
『かくも長き手紙』ではセネガル人女性の結婚の破局を描きながらも，主人公は苦
悩の果てに安心の境地に達し，未来の女性の幸福に思いをはせっっ生きる希望を見出
す。これに対して，r深紅の歌』の白人女性の結婚生活にはいかなる希望もない。
『深紅の歌』という題名は，小説の結末の一文くLes　blessures　d’Ousmane，
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sourdait　un　chant　profond，6carlate　d’6sp6rances　dispers6es》（42）からとられ
たものである。ミレイユに刺されたウスマンの傷口からどくどくと湧き出る深紅の血
は，ミレイユの砕け散った希望の歌であり，絶望の叫びなのである。
作品に一条の光を見出すとすれば，それは白人女性と混血児にではなく，残された
黒人家族の側にあるといえる。決定稿によって作者は，主入公に死の制裁を加えるか
わりに生きのびる途を与えた。家族の名誉が重んじられるセネガル社会で，白人の妻
に殺され損った男という生き恥をさらしっっ，青年は生きっづけるのである。これを，
死を前にした作者マリアマ・バーの黒人家族への希望のメッセージと解することがで
きるであろう。
国際結婚自体は，ヒューマニズムの立場からも公認イデオロギーであるネグリチュ
一ドの立場からも反駆の余地なく祝福されるぺきことがらである。この社会の立て前
に対して作者は，本音としての反国際結婚観を『かくも長き手紙』における反ポリガ
ミー論のように公然と主張することができなかった。そこで，純粋にイデオロギー的
ディスクールによらず，小説という虚構世界を通じて作者の国際結婚観を読者に納得
させるためには，一組の国際結婚を主観をまじえぬ「客観的」現実として提出し，こ
れが必然的帰結として破綻することが「事実として」証明されねばならなかったとい
える。
黒人女性のナショナリズム
それでは，なぜ作者は国際結婚を否定しなければならなかったのか。
r深紅の歌』が情熱をこめて書かれた背景には，独立後二十数年をへてもなお白人
女性との結婚を望みつづける，エリート青年の白人コンプレックスの問題と，これに
対するマリアマ・バーの深い悲しみと批判があったと考えられる。
『かくも長き手紙』では，ブルジョアボリガミーを生きるエリート女性としての作
者自身の問題が語られていた。これに対して，国際結婚はもとより作者にとって直接
の問題ではない。特権階級の職業婦人であったマリアマ・バーは，白人女性と較ぺて
遜色ない伴侶としてエリート青年から望まれる存在であった。ハディやウレイマトゥのよ
うに白人女性と争わずとも，いつでも黒人エリートに手のとどく位置にあったのである。
社会的経済的にすでに解放された女性として白人，黒人双方の問題を公平に眺めうる
立場にあったといえる。白人女性にとって，国際結婚が人種や民族をこえた愛の問題
であることを理解し，裏切られた白人女性の哀しみや孤独を同性としての共感をこめ
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て描きえた理由もここにある。
しかしながら，マリアマ・バーはアフリカ人としての民族意識にめざめたナショナ
リストであった。学生時代に西洋の思想に深く傾倒しつつも西洋かぶれとならず，「文
明化されても私の血はどこまでも異教徒のもの」とアフリカ人であることを誇り高く
歌っていたマリアマ・バーにとって，次代を担うぺきエリート青年たちが白人女性に
あこがれっづけるという現実は，黒入女性としての入種的民族的プライドを著しく傷
っけるものであったと思われる。
そしてまた，多数の文盲の黒人女性たちが，同胞のエリートからは白人女性と同列
には望まれず，白人女性へのコンプレックスと反感を抱かざるをえないという状況は，
エリート女性としての使命感をもち，「すべての農民女性・労働者の声ならぬ声の代
弁者」であろうとしてその啓蒙にっとめてきたマリアマにとって定めて遺憾な事態で
あったに相違ない。「家庭は国家の基いであり，その家庭を支えているのは国民の半
数を占める女性たちである。国家の近代1ヒはこの女性の地位向上なくしてはありえな
い」として，マリアマは女子教育や職業訓練の必要性を訴えてきた。この近代主義体
制イデオローグにとっては，すぺての黒人女性が経済的にも知的にも成長し，黒人工
リートが何のコンプレックスもなく，同胞女性を自らの伴侶として望むような社会こ
そが展望されているのである。
白人女性と黒人女性の人種間格差が存在することは，動かしがたい現実である。白
人女性が当然のこととして享受している近代生活は，黒人社会においてはいまだに少
数のエリートとその家族にのみ許された特権である。黒人エリートとの結婚は，白人
女性にとっては純粋な愛の問題であっても，黒人女性とその家族にとってはまさしく
生活の問題なのである。この圧倒的格差を黒人女性の社会的昇進によって埋めていこ
うとするマリアマ・バーからすれば，黒人同士，アフリカ人同士，セネガル人同士
の結婚こそが，望まれているのである。そして，国際結婚の増加はこの格差をさらに
助長するものとみなされたであろう。この立場からは，「国際結婚と混血児こそが人
種差別なき社会を築き，社会の進化の要因となる」という「生物学的混血」のビジョ
ンは，国際結婚を望む男の側の誰弁にすぎないのである。
ところで，セネガルの読者層を構成するのは，主にプチブルジョアジー・知識人・
学生である。r深紅の歌』においてはとりわけ，その内容の直接の当事者であるプチ
ブルジョアジーの男性が読者として想定されていると考えられる。すなわち，ここで
は作者は多くの「ウスマンたち」に向けて語っているといえる。
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マリアマ・バーは，白人女性が完膚なき敗北をとげるまで，決してその迫害の手を
ゆるめようとしない黒人女性の苛烈な闘いぶりを描き，しかも，このように黒人女性
が「残忍なまでに妬み深く」＜jalouse　jusqu’a　la　cruaut6＞（43）入種差別的であるの
は，決して「女の本性」からではなく，彼女たちにとって白人女性が黒人エリートを
横領するものだからであることを力説した。
そして，これは「白入女性の動機がいかに純粋であろうとも，こと結婚に関しては
白人女性は，本来，黒人女性に帰属すべき黒人エリートと彼がもたらす近代化の富を
不当に収奪する『金髪の植民地主義者』にほかならない。白人女性とその子供には，
黒人女性を排除してまでこの富を占領するいかなる権利も場所もなく，従って，白人
女性は本国へひきあげ，その子供は抹殺されるより他ないのだ」という作者のいわば
黒人女性としてのナショナリズムの表現と考えることができる。
そして，このかつて語られることのなかった黒人女性の本音を，読者であるエリー
ト青年に告げ知らせ，その復権要求の前には彼らのよりどころとする「生物学的混血」
のイデオロギーが無効であることを宣告しようとするのである。
また，主人公ウスマンは，親孝行で真面目な高校教師として，しかもアフリカ人と
しての誇りを忘れない青年として設定されているが，これは黒人社会にとっての理想
像であり，また作者自身の理想像でもある。この青年が白人の妻と黒人社会の二律背
反に引き裂かれ，ついに後者を選択して，ウレイマトゥという無学文盲の女とともに
生きることを決意するものとして描いたことは，「国際結婚は青年の白人コンプレック
スの所産であり，アフリカ人として真に尊厳ある生き方は，同胞女性とともにあって，
その地位向上に手をさしのぺることにある」とする作者のエリート青年たちへの批判
と期待の表明と考えられよう。
そして，近代と伝統の総合といい，白人文化と黒人文化の「文化的混血」といい，
これを社会や家族と断絶することなしにゃってのけられるのは黒人女性をおいて他に
ない。『かくも長き手紙』でつぶさに語られたように，現に黒人エリート女性が，日
々さまざまな矛盾や葛藤を抱えながら，このアクロバティックな仕業を個人の多大な
努力で成し遂げようとしているのである。そして，その人知れぬ苦労によって，彼女
たちは近代的生活の豊かさと社会的承認を二っながらに獲得することができるのであ
る。「白人女性でなくとも黒人エリート女性の中にふさわしい娘がいるではないか」
としてセネガル人ロザリーを賞讃してやまない姑ハディの言葉は，そのまま作者マリ
アマ・バーの心情を代弁するものといえよう。　　　　　　　　ら、
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On　n’a　pas　besoin　d’aller　a丑1eurs　pour　avoir　une　femme＜bien＞．　Les
N6gresses　peuvent　rivaliser　a　tous　points　de　vue　avec　les　jeunes　blanches．
Ali　a　beau　choisi　et　dans　son　miHeu．　Rosahe　est　une＜v6ritable　fem．
me＞（44）．
従って，　「見棄てられた塚」というタイトルには，白人女性に対すると同様黒人工
リートに対しても「国際結婚をして自らの家族や伝統を捨てた者は永遠にさまよわね
ばならない。黒人エリートは自らの塚にとどまるぺきなのである。」とする黒人女性か
らの警告が含まれているといえるのである。
席結　　論
以上，私たちはr深紅の歌』が，三人称小説における「客観的」事実の提示という
形をとって，国際結婚の不可能性を証明しようとするものであることを見た。そして，
この形式は，国際結婚を擁護するネグリチュードが公認イデオロギーとなっている社
会において，自らの立場を公然と主張しえない作者が必然として選びとったものなの
である。マリアマ・バーの反国際結婚観は，黒人エリートの白人コンプレックスに対
するナショナリストとしての批判と，同胞女性の不利益を許容しえない黒人女性のフ
エミニズムに根ざしたものである。作者は，保守的近代主義者としてネグリチュード
の「文化的混血」イデオロギーに賛同しながらも，なお，反国際結婚の立場からその
「生物学的混血」理論に対峠せざるをえなかった。そのために，白人女性に対する黒
人女性の本音が，その人種差別的側面も含めて全面的に展開され，その結果，作品は，
「生物学的混血」イデオロギーの破産と黒人女性のナショナリズムを告げるものとな
っているのである。
さて，『かくも長き手紙』がセネガルで華々しい成功をおさめたのに対して，『深
紅の歌』の評は一般に芳しくない。批評界も故意の沈黙を守っているといえるほどで
ある。rかくも長き手紙』が，読者が関心を抱く特権階級の日常に取材し，ポリガミ
一をめぐるイデオロギー状況の変化のきざしに先んじて，女性読者の声を正確に代弁
するものとなっていたのに対して，『深紅の歌』では，白人コンプレックスや内なる
人種差別といった，セネガルではタブーとはいえぬまでもきわめてデリケートな問題
にあえてとりくんだ作者の進展が，読者の一般的イデオロギーを大きく踏みこえ，こ
れをいささか刺激し揺さぶりすぎたといえるのである。
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